
徳島県立鳴門渦潮高等学校

１ 学校の概要

① 生徒数 撫養キャンパス４５５名

大津キャンパス１６９名

合計６２４名

② 校訓，めざす生徒像等

○校訓「自主 至誠 躍進」

○学校教育目標

豊かな人間性を身につけ，自ら学び，考え，未来に向けて自主的，

自立的に行動できる，知徳体の調和のとれた生徒を育成する。

③ 環境目標・テーマ

「渦潮高校から発信，未来に向けて取り組むエコ活動」 ～環境と人に優しい心の育成～

２ 行動方針

① 節電に努める

② 節水に努める

③ ゴミ分別および減量に努める

④ リサイクル活動に取り組む

⑤ 学校及び地域の環境美化に努める

３ 行動

① 節電に努める

環境整備委員を中心に照明のスイッチをこまめに切る。節電を呼びかけるポスター・標語を教

室等に掲示し，啓発に努める。クーラーの設定温度を２８℃とする。

② 節水に努める

節水弁を設置し，節水に心掛ける。節水を呼びかけるポスター・標語を水道蛇口付近と教室に

掲示して啓発に努める。



③ ゴミ分別および減量に努める

ゴミ分別表示および減量を促す掲示物を作成し，ゴミ箱及び周辺に掲示

ミ置き場における分別状況及び分量を随時チェックする。

葉や草をグラウンド端に集め腐葉土を作る。

④ リサイクル活動に取り組む

古紙回収用エコボックスを各教室に設置

キャップ運動に取り組む。

⑤ 学校及び地域の環境美化に努める

校舎・校庭の美化に努める。

学校周辺の通学路および駅等の空き缶，ゴミ等の回収を行

４ 具体的効果

◆ １１月末現在の電気使用量は昨年比で７．

◆ １１月末現在の水道使用量は昨年比で１８．

◆ ゴミ分別状況は昨年に比べ改善が見られた。

◆ 古紙回収用エコボックスおよびエコキャップの回収

５ 改善点

◆ 各月における電気使用量を前年度

◆ ゴミ庫及び粗大ゴミ置き場等に分別表示を掲示し，

◆ 古紙回収率およびエコキャップ回収率を更に向上させる。

◆ 地域清掃の回数を増やす。

◆ 環境問題について主体的に考え行動できるよう

増やし，全校的な取組の意欲や実践力を高める

ゴミ分別および減量に努める

ゴミ分別表示および減量を促す掲示物を作成し，ゴミ箱及び周辺に掲示する。

及び分量を随時チェックする。従来可燃ゴミとして処理していた落ち

端に集め腐葉土を作る。

古紙回収用エコボックスを各教室に設置する。紙類を分別収集し，リサイクルに努める。

学校及び地域の環境美化に努める

る。クリーンディを毎月１回実施して，美化意識の向上に努め

学校周辺の通学路および駅等の空き缶，ゴミ等の回収を行う。

月末現在の電気使用量は昨年比で７．１５％減少した。

月末現在の水道使用量は昨年比で１８．１０％減少した。

ゴミ分別状況は昨年に比べ改善が見られた。また，ゴミの排出量も減った。

古紙回収用エコボックスおよびエコキャップの回収を生徒が認識し，実践された

前年度比でさらに減少させる。

ゴミ庫及び粗大ゴミ置き場等に分別表示を掲示し，ゴミ分別の徹底および更なる減量を図る。

およびエコキャップ回収率を更に向上させる。

について主体的に考え行動できるよう，ホームルーム活動や委員会活動などの機会を

増やし，全校的な取組の意欲や実践力を高める。
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